




アトピー性疾患の発症に到る過程には次のようなことが考えられる。すなわち

遺伝的素因のある個体が抗原に繰返し曝らされると,これに対するレアギンが

産出されてくる。このうち IgE は肥満細胞に親和性を有し,その表面に結合す

るがこれが抗原と再接触すると肥満細胞から顆粒の脱出が起こると共に化学的

伝達物質が遊離される。これが標的臓器に作用して臨床症状を発現させてくる。

このような免疫アレルギー的機序に基づいて外因性気管支喘息を考えるならば

根治療法で最も肝要なことは原因抗原を生活環境のなかから除去してしまうこ

とである。抗原の検出には綿密な既往症の聴取に基づいたプリックテスト,ス

クラッチテスト,皮内反応,鼻粘膜反応,眼結膜反応などの皮質・粘膜反応など

が用いられる。


